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『道路構造令の解説と運用』の概要『道路構造令の解説と運用』の概要

○道路構造の合理的な計画および設計に資するため○道路構造の合理的な計画および設計に資するため
　に、道路構造令および道路構造令施行規則に規定　に、道路構造令および道路構造令施行規則に規定
　する内容を解説・補完することにより、その趣旨　する内容を解説・補完することにより、その趣旨
　の正確な理解および適正な運用を図ることを目的　の正確な理解および適正な運用を図ることを目的
　とする。　とする。

○昭和○昭和4545年に初版が発行され、昭和年に初版が発行され、昭和5858年に改訂され年に改訂され
　たものを、今回　たものを、今回2121年ぶりに全面改訂した。年ぶりに全面改訂した。



昭和昭和5858年以降の道路構造に関する動き年以降の道路構造に関する動き

　１．道路の審議会の答申　１．道路の審議会の答申

　２．道路構造令の改正　２．道路構造令の改正

　３．道路構造に係わる技術基準等の制定、改正　３．道路構造に係わる技術基準等の制定、改正



１．道路の審議会の答申１．道路の審議会の答申

○○道路構造に関する道路審議会答申（平成道路構造に関する道路審議会答申（平成66年）年）

　「モビリティ重視」から　「モビリティ重視」から「総合的なユーティリティ「総合的なユーティリティ
　　重視」重視」の道づくりへ、「画一的な道づくり」からの道づくりへ、「画一的な道づくり」から
　　｢個性ある道づくり」｢個性ある道づくり」へ、へ、「地域が自由に発想で「地域が自由に発想で
　　きる道づくり」きる道づくり」など、など、2121世紀に向けた道路計画・世紀に向けた道路計画・
　構造のあり方を提言　構造のあり方を提言

昭和昭和5858年以降の道路構造に関する動き年以降の道路構造に関する動き



○○社会資本整備審議会道路分科会答申（平成社会資本整備審議会道路分科会答申（平成1414年）年）

　道路の整備効果の早期発現・整備コストの縮減等　道路の整備効果の早期発現・整備コストの縮減等
　を図るため、地域の実状に応じた最適な構造とす　を図るため、地域の実状に応じた最適な構造とす
　るなど地域に応じた　るなど地域に応じたローカルルールの採用ローカルルールの採用の推進の推進
　などを提言　　などを提言　
　・高規格幹線道路における追越区間付き　・高規格幹線道路における追越区間付き22車線構車線構
　　造　　造
　・地域高規格における現道の活用　・地域高規格における現道の活用
　・　・1.51.5車線的道路整備　　　　　　　　　　　など車線的道路整備　　　　　　　　　　　など

昭和昭和5858年以降の道路構造に関する動き年以降の道路構造に関する動き
１．道路の審議会の答申１．道路の審議会の答申



２．道路構造令の改正２．道路構造令の改正

○○平成平成55年年 　・歩道などの最小幅員の拡大　・歩道などの最小幅員の拡大
　　　　　　・歩行者滞留スペースの確保　　　　　　・歩行者滞留スペースの確保
　　　　　　・車両の大型化への対応　　　　　　・車両の大型化への対応

○平成○平成1313年　・歩行者、自転車の通行空間の確保年　・歩行者、自転車の通行空間の確保
　　　　　　・路面電車の通行空間の確保　　　　　　・路面電車の通行空間の確保
　　　　　　・「緑」空間の増大　　　　　　・「緑」空間の増大
　　　　　　・舗装の構造基準の性能規定化　　　　　　・舗装の構造基準の性能規定化

○平成○平成1515年　・高規格幹線道路における追越区間付年　・高規格幹線道路における追越区間付
　　　　　　　き　　　　　　　き22車線構造の導入車線構造の導入
　　　　　　・乗用車専用道路（小型道路）の導入　　　　　　・乗用車専用道路（小型道路）の導入
　　　　　　・中央帯幅員の特例値の縮小　　　　　　・中央帯幅員の特例値の縮小

昭和昭和5858年以降の道路構造に関する動き年以降の道路構造に関する動き



３．道路構造に係わる技術基準等の制定、改正３．道路構造に係わる技術基準等の制定、改正

昭和昭和5858年以降の道路構造に関する動き年以降の道路構造に関する動き

①バリアフリーへの対応（交通バリアフリー法①バリアフリーへの対応（交通バリアフリー法 H12H12））
　・　・バリアフリーに関する配慮事項バリアフリーに関する配慮事項

②線形設計の原則と組合せ②線形設計の原則と組合せ
　・組合せの基本則や避けるべき組合せ、安全性の　・組合せの基本則や避けるべき組合せ、安全性の
　　観点から重要となる組合せ　　観点から重要となる組合せ

③平面交差点の幾何構造と交通安全③平面交差点の幾何構造と交通安全
　・交通安全確保のための配慮事項等　・交通安全確保のための配慮事項等



④簡易型のインターチェンジ④簡易型のインターチェンジ
　・集約ダイヤモンド型や平面Ｙ型のインターチェ　・集約ダイヤモンド型や平面Ｙ型のインターチェ
　　ンジ　　ンジ

　・　・ETCETC技術を活用したインターチェンジ（スマー技術を活用したインターチェンジ（スマー
　　トインターチェンジ）　　トインターチェンジ）

⑤分合流部の車線バランス⑤分合流部の車線バランス
　・安全かつ円滑な交通流を確保するために必要な　・安全かつ円滑な交通流を確保するために必要な
　　車線数　　車線数

⑥防護柵（防護柵設置基準⑥防護柵（防護柵設置基準 H10H10））
　・　・性能規定化への変更、景観への配慮性能規定化への変更、景観への配慮

主な改訂内容主な改訂内容
３．道路構造に関わる技術基準等の制定、改正３．道路構造に関わる技術基準等の制定、改正



⑦料金所（料金徴収施設設置基準⑦料金所（料金徴収施設設置基準 H11H11））
　・　・ETCETCの実用化の実用化

⑧電線共同溝（電線共同溝法⑧電線共同溝（電線共同溝法 H7H7））
　・　・電線共同溝の位置、構造、配慮事項等電線共同溝の位置、構造、配慮事項等

主な改訂内容主な改訂内容
３．道路構造に関わる技術基準等の制定、改正３．道路構造に関わる技術基準等の制定、改正



改訂版の章構成（１／２）改訂版の章構成（１／２）

ⅠⅠ　総則　総則
　１　本書の目的　１　本書の目的
　２　道路構造令の趣旨　２　道路構造令の趣旨
　３　用語の定義　３　用語の定義

ⅡⅡ　道路の計画・設計の考え方　道路の計画・設計の考え方
　　第第11章　概説章　概説
　　第第22章　道路の機能を確保する道路構造章　道路の機能を確保する道路構造
　　第第33章　地域の状況に応じた道路構造章　地域の状況に応じた道路構造
　　第第44章　道路の計画・設計にあたっての配慮事項章　道路の計画・設計にあたっての配慮事項

Ⅲ　道路の構造Ⅲ　道路の構造



改訂版の章構成（２改訂版の章構成（２ ／／ ２）２）

ⅢⅢ　道路の構造　道路の構造
　第１章　道路の区分と設計速度，　第１章　道路の区分と設計速度，設計車両設計車両
　第２章　横断面の構成　第２章　横断面の構成
　第３章　線形および視距　第３章　線形および視距
　第４章　平面交差　第４章　平面交差
　第５章　立体交差　第５章　立体交差
　第６章　鉄道等との交差　第６章　鉄道等との交差
　第７章　自転車専用道路等　第７章　自転車専用道路等,,歩行者専用道路および歩行者専用道路および
　　　　　　　　　　歩車共存道路等歩車共存道路等
　第８章　土工，舗装および道路構造物　第８章　土工，舗装および道路構造物
　第９章　道路の附属施設　第９章　道路の附属施設
　第　第1010章　雑則章　雑則


